
弊社の取組と肥料制度について 

本社：静岡県静岡市葵区流通センター11－10 
工場：静岡県榛原郡吉田町川尻1850番地 
菊川：静岡県菊川市半済７５４番地 
農場：静岡県掛川市吉岡60他 
店舗：静岡県静岡市葵区鷹匠1-11-15 
 

日本オーガニック株式会社 

資料５ 



土から口までの一貫ビジネス  

• 農業の実践 

• 食を実践 

・ＧＡＢＡの機能性表示取組 
・新たな機能で特許出願中 

・地元生産者の米 
        ↓ 
・農園トマト残渣を原料堆肥 

ＪＧＡＰ認定農場 



指定配合肥料製造ポリシー 

・昭和５年創業以来、指定配合肥料の製造・供給を通し生産者の「土づくり」を支援 
・コスト削減・大規模化・継続的農業の課題解決に「土づくり」が基本 
・「土づくり」に貢献する原料の特性を科学的に示す 
  

安全第一・品質第一 ＩＳＯ９００１認定取得 

北海道から九州まで完全カスタマイズ製造 



Plan→ Do→ Check→ Act 

ＰＤＣＡサイクル 

土 
施 肥 時 期 （ 月 ） 商 品 名

施肥袋
数

Ｎ Ｐ Ｋ Ｍ ｇ

2 月 上 9233 配 合 9.0% 2.0% 3.0% 3.0% 6 10.8 2.4 3.6 3.6

3 月 上
BB21号（石灰窒素
入 り 化 成 配 合 ）

21.0% 2.0% 2.0% 3.0% 5 21.0 2.0 2.0 3.0

4 月 中 苦 土 入 り 15.0% 0.0% 0.0% 6.0% 4 12.0 0.0 0.0 4.8

6 月 上 苦 土 入 り 15.0% 0.0% 0.0% 6.0% 4 12.0 0.0 0.0 4.8

7 月 下 9233 配 合 9.0% 2.0% 3.0% 3.0% 5 9.0 2.0 3.0 3.0

9 月 中 旬 9233 配 合 9.0% 2.0% 3.0% 3.0% 5 9.0 2.0 3.0 3.0

年間 施肥 料 （ １ 0 ａ ） 73.8 8.4 11.6 22.2

成 分

届出 

カスタマイズ肥料 



圃場別作目別の適正な施肥 

適正な施肥により、可級態リン酸が減少し増収に貢献 



 有機質肥料の優位性：肥効の多様性 
弊社において平成２５年から無機有機27原料について実施 

配合肥料肥効シュミレーションソフト作成 

30㌔/10ａ、25℃、最大用水量50％ 



有機質肥料の優位性：土づくりに貢献 

弊社における分析実施例 

弊社における発菌試験 

多くの有機質原料は微量要素を含有 



有機質肥料の課題と対策 

• 一部の有機質原料で国内の発生減少 

• 価格の高値安定         価格上昇    

• 流通コストの高騰      

  

• 未利用資源の有効活用 

• 肥料化への積極的指導 

• 肥料化への支援や助成                                        

 

原料が
増える 

コストが
下がる 



課題事項について現場の意見 
• 副産物資源の肥料化促進＝発生業界との連携が必要 
     先行登録事例の情報開示を希望する 
     類似原料について登録の簡素化を希望する 
• 堆肥の届出は順調に浸透しているのか疑問である 

• 堆肥の届出・肥料利用拡大には、品質安定までの作業行程や分
析費用など畜産農家に対する負荷が大きいのではないか 

 

• 保証票「原料の種類」表記について、簡素化は実用的であるが、
その影響については賛否両論ある 

      肥料原料の差別化がしにくく、分かりにくくなる  
      統合表示名称にしても差別化したければ肥料の種類を 
     明記できる 
      そもそも生産者は保証票を確認しているのだろうか 
            加工家禽糞は発生由来が他とは異なるため動物質類に 
      含まず別途明記したほうが良い 
                   

 
 
 
 



課題事項について現場の意見 

• 肥料取扱いに関わるすべての関係者（製造社・取扱業者・実
需者）に法律の周知徹底を図る事を希望する 
 

• 指定配合肥料届出接受後の期間短縮を希望する 
 

• 庭先配合を可能にする前提は以下のように考える 
          委託する生産者が何時でも問合せできる専門窓口を設置 
          受委託契約書は一定の書式で締結する事を条件とする 
          委託生産者に発生しうる責任とリスクへの理解を促す 

 

• 物流コストの高騰や物流そのものが肥料コスト及び流通の
大きな課題 
 


